
令和３年度第４次八頭町男女共同参画プラン実施状況

令和４年度第４次八頭町男女共同参画プラン実施計画

八頭町男女共同参画センター



第４次八頭町男女共同参画プラン体系図

目標 男女がともに輝くまちづくり

　３つの基本目標ごとに重点目標を定め、男女共同参画の推進を図ります。

基本目標Ⅰ　男女がともに参画する人づくり

施策の方向性

① 学校教育・社会教育における男女共同参画推進

② 家庭や地域における教育・学習の充実

③ 子どもの発達段階に応じた男女平等教育の推進

① 防止に向けた意識啓発

② 情報提供と相談窓口の充実

③ 被害者の救済と支援

基本目標Ⅱ　男女がともに担う暮らしづくり

施策の方向性

① 男女の雇用機会均等の定着促進

② 女性の積極的な登用

③ 女性の再就職などチャレンジ支援

① 家庭生活における固定的性別役割分担意識の解消

② 男性の家庭生活への参画促進

③ 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進

① 各年代に応じた男女の健康増進

② 母性の保護と母子保健対策の推進

③ 健康を支える食育及びスポーツ活動の推進

基本目標Ⅲ　男女がともに支え合う地域づくり

施策の方向性

① 意思決定の場への女性の参画拡大

② 女性の人材・リーダーの育成

③ まちづくりへの女性参画に対する住民関心の喚起

① 住民活動への女性の参画

② 多様性を認め合う意識の啓発

③ 人権を尊重した社会環境の醸成

① 地域活動団体などの育成・支援

② 防災・災害対策の分野における男女共同参画の推進

③ 子育て支援サービスの充実

2 あらゆる暴力の根絶

男女共同参画に向けた教育の充実

重点目標

1

8 地域における男女共同参画の推進

重点目標

3 職場における男女共同参画の推進

4 家庭における男女共同参画の推進

5 生涯を通じた男女の健康支援

重点目標

6 政策・方針決定の場への女性の参画拡大

7
男女共同参画の視点に立った社会制度・慣
行の見直し
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１　男女共同参画に向けた教育の充実 　　所属　［　 八頭町　　］

① 学校教育・社会教育における男女共同参画推進

令和３年度実施状況・進捗状況

（具体的な取り組み・数値 等）

◆ＰＴＡ執行役員 ◆ＰＴＡ執行役員 ◆ＰＴＡ執行役員

　Ｒ元年度２９．４％→Ｒ７年度目標５０％ 　Ｒ３年度 ２９.4％ 　Ｒ４年度目標　 ３５.４％

学校における適切な性に関する教
育の推進

女性、男性及び多様な性に関し、人権尊重・平等の
精神に基づく正しい知識を身に付けるための教育を推
進します。

・家庭科、保健体育、道徳などで学習した。また、多
様な性についても中学校では全学年で研修等を行っ
た。
・人権教育年間計画の提出・計画の確認・改訂をしな
がら、各学校で性に関し正しい知識を身に付けるため
の教育に取り組んだ。
・ＬＧＢＴの学習講座、家庭でできる性教育講座を開
催し、性の多様性と性教育の大切さについて理解を深
めた。

・小中学校の性教育年間計画に沿い、各校とも
同一歩調で実施する。
・教育会主任会等を通じ、県教育委員会等の事
業の活用も周知するなどし、町人権教育全
体計画と各校からの人権教育年間計画に応じて
推進する。

教育委員会
人権推進課
男女共同参画センター

誰もが参加しやすいＰＴＡ活動の
推進

ＰＴＡ活動や参観日の日程・内容について配慮を行う
など、保護者が参加しやすい環境づくりに努めます。

・参観週間にしたり、Ｗeb開催にしたりと参加しやす
い体制で実施したが、コロナ禍もあり、活動が例年に
比べ不十分となったところもある。

・人権教育参観日の実施日などを参加しやすい
やり方で開催する。 教育委員会

生涯学習参加促進
誰もが参加しやすいように、生涯学習講座など各種

研修会の開催日時に配慮を行い、町民の学習参加を促
進します。

・誰もが参加しやすい曜日や時間帯を考慮して、各種
講座を開催した。

・誰もが参加しやすい曜日や時間帯を考慮し
て、各種講座を開催する。 教育委員会

中央公民館

Ⅰ　男女がともに参画する人づくり

具 体 的 施 策 施 策 内 容 担 当 課
女性の登用促進・啓発 教育委員会

令和４年度実施計画

教育関係者の男女共同参画意識の
向上

教育関係者の男女共同参画意識を高めるために啓発
講座や研修の充実を図ります。

・各種研修会へ積極的に参加を促すよう周知を
徹底する。また、研修内容等で知識を深めてい
く。
・国立女性教育会館（NWEC）等が実施するオン
ラインでの関連研修等の情報提供を行い、啓発
講座や研修の受講を促進する。

・各種研修会へ積極的に参加を促すよう、周知をした
が、コロナ禍もあり研修等が不十分だった。

教育委員会
男女共同参画センター

学校における人権尊重教育の充実
学校教育やＰＴＡ研修などを通して、人権に関する

教育の充実を図ります。

・人権教育指導計画に沿って、各学校で人権教育に取
り組んだが、コロナ禍もあり人権研修はできなかっ
た。
・保小中担当者会議等で、毎年各校からの人権教育年
間計画の提出と全体計画の確認や改訂をしながら、各
学校で人権教育に取り組んだ。

・町教育会人権教育部会を開催し、取組の共有
や検討を行い、人権教育の充実を図る。
・教育会主任会等を通じ、ＰＴＡ研修に関する
費用助成や講師選定相談等を行いながら、教育
の充実を図る。

教育委員会
人権推進課



② 家庭や地域における教育・学習の充実

令和３年度実施状況・進捗状況

（具体的な取り組み・数値 等）

家事や育児・介護を体験する機会
の創出

男女ともに必要な家事や育児、介護に対する関心を
高めるための交流や学習に努めます。

・保護者を対象とした「子育て講座」を開催した。
・「男の料理教室」を開催し、男性の家事参画に寄与
した。
・プレママ・プレパパ講座（新型コロナ感染症拡大防
止のため未実施）
・家事シェア講座、家庭でできる性教育講座、親子の
ものづくり体験を通じた育児参加に関する講座を開催
し、意識啓発を図った。また、鳥取県発行の家事シェ
ア手帳を啓発講座開催時や婚姻届提出時に配布した。

・保護者を対象とした「子育て講座」を開催す
る。
・「男の料理教室」を開催し、男性の家事参画
を促進する。
・プレママ・プレパパ講座（助産師さんを含
む）
・啓発講座等事業を実施し、家事や育児、介護
に対する関心を高め、家族で協働することの大
切さを啓発する。

教育委員会
子育て支援センター
男女共同参画センター

女性のエンパワメント
女性の能力発揮の推進を図る意識啓発をするととも

に、教養講座及び育成講座などを開催し、学習活動の
充実を図ります。

・「女性のCooking教室」を開催し、調理技術の習得
と食事が体に与える影響について学習し、教養を深め
る講座を開催した。
・SDGs学習講座や家事シェア講座、男女共同参画の視
点から考える防災セミナーなどを開催し、学習の充実
を図った。

・「女性のCooking教室」を開催し、調理技術
の習得と食事が体に与える影響について学習
し、教養を深める講座を開催する。
・女性を対象とした教養講座や男女共同参画に
関する講座を開催し、意識啓発を行う。

教育委員会
中央公民館
男女共同参画センター

③ 子どもの発達段階に応じた男女平等教育の推進

令和３年度実施状況・進捗状況

（具体的な取り組み・数値 等）

男女共同参画意識を育む教育・学
習の充実

保育所・小学校・中学校で心身の発達段階や年代に
応じた男女平等教育・学習を推進します。

・各教科、道徳教育や特別活動など全教育活動を通じ
て男女がお互いに協力していくことや相互理解を深め
る活動を実施した。

・各教科、道徳教育や特別活動など全教育活動
を通じて男女の協力や相互理解をさらに深めて
いく。

教育委員会

男女共同参画の視点を踏まえた児
童・生徒指導

児童生徒が各自の能力や適性を発見し、幅広い視野
から性別にとらわれない進路、多様な生き方の選択が
できるよう、教育・指導を行います。

・性別による役割分担にとらわれることなく、児童・
生徒の人間形成を図るための指導内容や指導方法の充
実に努めた。

・性別による役割分担にとらわれることなく、
児童・生徒の人間形成を図るための指導内容や
指導方法の充実に努めていく。

教育委員会

職場体験事業の実施
中学生を対象に、職場体験を行い、性別に関わらず

様々な職業について体験し、職業意識の育成を図りま
す。

・コロナ禍のため、職場体験は中止となったが、2年
生が大江ノ郷へ企業訪問し、企業目的や取り組み、地
域貢献などの話を聴くことができた。

・キャリア学習等をとおして、様々な職業につ
いて学びを深め、男女にとらわれることなく自
分の就きたい職業を探すとともに、職業意識の
育成を図る。

教育委員会

具 体 的 施 策 施 策 内 容 担 当 課令和４年度実施計画

担 当 課具 体 的 施 策 施 策 内 容 令和４年度実施計画
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２　あらゆる暴力の根絶

① 防止に向けた意識啓発

令和３年度実施状況・進捗状況

（具体的な取り組み・数値 等）

ＤＶ根絶への社会的認識の徹底・
啓発

広報紙などを通じて、ＤＶは犯罪であるという認識
を高めるとともに、研修や防止啓発講座を行うこと
で、ＤＶの根絶を目指します。

・企業・事業所の職場内人権研修を促し、研修内容の
相談等にも応じ、過去に購入配備している人権推進課
管理のＤＶＤ教材を推奨するなど、ＤＶについての啓
発を図った。
・１１月の「女性に対する暴力をなくす運動」週間に
合わせて、この運動を象徴するパープルリボンをツ
リーに飾り施設内に設置したほか、啓発資料や関連図
書等の展示、また広報やずへの関連記事の掲載を行っ
た。

・広報に関しては、男女共同参画センターと連
携した啓発を行うとともに、啓発ＤＶＤ教材の
貸出し等による啓発普及を行う。
・６月の男女共同参画週間や１１月の女性に対
する暴力をなくす運動週間などで関連ＤＶＤの
上映会や啓発資料、関連図書などの展示、チラ
シを同封したポケットティッシュなどの配布、
また広報やずへの関連記事の掲載などにより啓
発する。

人権推進課
福祉課
男女共同参画センター

セクハラ防止啓発
地域社会、教育の場などにおけるセクハラの防止の

ための啓発活動を行います。

・役場内部の各課・事務局等研修を実施した。
　４コマ漫画集（パート７）を用いて研修会実施
・直接的にセクシャル・ハラスメントのみに関してで
はないが、“あらゆる人権”という観点から、企業・
事業所、又は地域（各地区人推）に啓発ＤＶＤ視聴等
の学習を推進した。

・役場内部の各課・事務局等研修を行う。
・引き続き、“あらゆる人権”という観点か
ら、企業・事業所、又は地域（各地区人推）に
啓発ＤＶＤ視聴等の学習を推進する。
・啓発資料の掲示・展示、関連図書の貸出し、
チラシを同封したポケットティッシュの配布、
また広報やずへの関連記事の掲載などにより啓
発する。

全課

スクールセクハラ・デートＤＶ防
止啓発

お互いを尊重し対等な関係が築けるよう、教育現場
におけるセクハラ（スクールセクハラ）、恋人同士で
起こる暴力（デートＤＶ）などに関する正しい知識と
防止啓発活動を行います。

・いじめ防止や問題行動の指導を通じて、人権意識の
高揚を図り、ＤＶをする人にもされる人にもならない
よう、またさらなる被害を防ぐための「防止教育」に
努めた。
・１１月の「女性に対する暴力をなくす運動」週間に
合わせ、この運動を象徴するパープルリボンをツリー
に飾り施設内に設置したほか、啓発資料や関連図書等
の展示、また広報やずへの関連記事の掲載を行った。

・いじめ防止や問題行動の指導を通じて人権意
識の高揚を図り、ＤＶをする人にもされる人に
もならないよう、また、さらなる被害を防ぐた
めの「防止教育」に努める。
・啓発資料の掲示・展示、関連図書の貸出し、
チラシを同封したポケットティッシュの配布、
また広報やずへの関連記事の掲載などにより啓
発する。

教育委員会
男女共同参画センター

担 当 課令和４年度実施計画具 体 的 施 策 施 策 内 容



児童虐待防止啓発

啓発パンフレット配布、ポスター掲示を行うなど、
防止啓発に努めるとともに、要保護児童地域対策協議
会による個別支援会議（ケース検討会）での関係機関
との連携、情報共有を行い、早期発見・早期対応の体
制の充実を図ります。

・日々の子どもの様子をしっかり観察し、早期発見・
早期対応に努めた。また、関係機関と連携を図りなが
ら体制の充実を図った。保護者当て啓発文書や啓発物
品を配布した。
・児童虐待防止月間（１１月）には、保育所・小学
校・中学校の全保護者に対し、啓発物（トイレット
ペーパー）を配布。行政機関、公民館、まちづくり委
員会等へも啓発物を設置する等して、啓発活動を行っ
た。
・個別支援会議・実務者会議・代表者会議を実施し、
虐待防止や保護者支援に繋がるよう関係機関と連携を
密にし、支援に取り組んだ。
・学校・ＰＴＡ、地域向け啓発ＤＶＤ教材貸出による
学習等を推進した。
・子どもの表情や言葉、態度などをよく観察し、虐待
を疑われる時は、関係機関と連携しながら早期対応し
た。
・１１月の「児童虐待防止月間」内に、この運動を象
徴するオレンジリボンをツリーに飾り施設内に設置し
た外、啓発資料等の展示などを行った。

・パンフレットや啓発物品を配布、町報、ＨＰ
等を活用し、児童虐待防止の啓発活動を行う。
・０歳から１８歳までの子育て世代に関わる関
係機関が連携を密にし、子どもの権利を守るた
めに、虐待防止や保護者の養育支援を行う。
・児童生徒が悩みを抱えていないか、日々の子
どもの様子をしっかり観察し、早期発見・早期
対応に努める。また、関係機関で対応できるよ
う、日頃から連携体制の充実を図る。（今年度
は関係機関で児童虐待研修を予定）
・学校・ＰＴＡ、地域向け啓発ＤＶＤ等貸出に
よる学習等を推進するとともに、広報やず「人
権のひろば」等でも啓発していく。

保健課
町民課
各保育所
人権推進課
教育委員会
男女共同参画センター
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高齢者虐待防止啓発

　虐待による被害を防止するため、高齢者虐待防止に
関する周知、啓発を行います。
　講演会、認知症サポーター養成講座を各集落、各種
団体対象に開催し、認知症を原因とする高齢者虐待を
防止するための周知啓発に努めます。
　また、郡家警察署、とっとり東部権利擁護支援セン
ター、医療機関、福祉事務所等の関係機関との連携・
情報共有を行い、早期発見・早期対応の体制の充実を
図ります。

・広報やずに高齢者虐待の理解、通報先の周知等を目
的に掲載し啓発を行った。
・認知症の症状を起因とした高齢者虐待を防止する為
の認知症講演会は、コロナ禍により中止とした。この
代わりに、毎月の認知症の人と家族の集いで、ミニ講
座を開催した。また、各集落、各種団体等を対象とし
た認知症サポーター養成講座を開催し、認知症の周知
啓発に努めた。
・警察、鳥取東部権利擁護支援センター、医療機関、
福祉関係機関等と連携を図り、高齢者虐待の早期解
決、再発防止に向けて対応を行った。

・広報やず等により、高齢者虐待防止に関する
周知、啓発を行う。
・講演会、認知症サポーター養成講座を開催
し、認知症を原因とする高齢者虐待を防止する
ための周知啓発を行う。
・郡家警察署、とっとり東部権利擁護支援セン
ター、医療機関、福祉事務所等の関係機関との
連携・情報共有を行い、早期発見・早期対応に
努める。

地域包括支援センター

保健課

② 情報提供と相談窓口の充実

令和３年度実施状況・進捗状況

（具体的な取り組み・数値 等）

相談窓口の充実

人権擁護委員による人権相談窓口や弁護士による法
律相談窓口などを開設し、相談しやすい体制の充実を
図るとともに、被害の顕在化を防止し、効果的な相談
業務に努めます。

・新型コロナウイルス感染拡大防止対策もあり、４、
５月は中止としたが、基本、毎月１回（第２水曜
日）、行政相談員と合同の総合相談として相談窓口を
開設し、人権擁護委員による人権相談を開催した。加
えて、町人推発の封筒に新型コロナウイルスに関し、
みんなの人権１１０番の相談電話やＱＲコードを掲載
した。
・まちづくり委員会に地区総合相談窓口を設置し、身
近なところで相談できる体制づくりを進めた。
（１０地区：上私都、中私都、下私都、東郡家、大御
門、安部、済美、船岡、隼、大江）
・偶数月の第１金曜日に弁護士による何でも相談を開
催し、相談時間を十分にとるなど相談しやすい体制整
備を図った。

・基本、毎月１回（第２水曜日）、行政相談員
と人権擁護委員による合同の総合相談を開設。
加えて、町人推発の封筒に新型コロナウイルス
に関し、みんなの人権１１０番の相談電話やＱ
Ｒコードを掲載する。
・全てのまちづくり委員会に地区総合相談窓口
を設置し、身近なところで相談できるようにす
る。
・偶数月の第１金曜日に弁護士による法律相談
の開催、また職員による電話相談を随時行い、
相談窓口の周知と体制の充実を図る。

企画課
人権推進課
福祉課
男女共同参画センター

被害者の早期発見・早期対応

医療機関・弁護士・民間支援団体などの関係機関・
関係各課との連携を強化することにより、ＤＶなどの
相談業務を担っている専門機関の情報を共有し、必要
な援助が幅広く行えるように努めます。

・人権相談を開催することにより、被害者の早期発
見、関係専門機関への情報提供等の体制充実に努め
た。
・弁護士による何でも相談や職員による日々の相談電
話の受付を行い、また警察や婦人相談所など関係機関
との情報・意見交換を図り、連携に努めた。

・例月の総合（人権）相談や人権啓発センター
の相談事業等で、被害者の早期発見、関係専門
機関への情報提供等の体制充実に努める。
・関係各課をはじめ、県婦人相談センターや民
間支援団体（のぞみ）など関係機関と連携し、
情報共有を行いながら早期発見・早期対応に努
める。

町民課
各保育所
人権推進課
福祉課
男女共同参画センター

具 体 的 施 策 施 策 内 容 担 当 課令和４年度実施計画



③ 被害者の救済と支援

令和３年度実施状況・進捗状況

（具体的な取り組み・数値 等）

公的相談機関・民間支援団体との
連携促進

福祉相談センター、法務局などの公的相談機関、民
間支援団体などと連携し、相談・支援体制の強化に努
めます。

・毎月１回（第２水曜日）、行政相談員と合同の総合
相談として相談窓口を開設し、人権擁護委員による人
権相談を開催した。また、新型コロナウイルスに関す
る人権相談に絡め、町人推の発する封筒にみんなの人
権１１０番を掲載し、周知にも努めた。
・役場関係課や警察、婦人相談所など関係機関との情
報・意見交換を図り、連携に努めた。

・例月の総合（人権）相談はもとより、広報や
人権推進課発の封筒に新型コロナウイルスに関
し、みんなの人権１１０番の相談電話やＱＲ
コードを掲載し、法務局や県の相談受付窓口と
の連携を図る。

町民課
各保育所
人権推進課
福祉課
男女共同参画センター

研修の充実と職員の人材確保
二次被害を防止し、被害者への適切な対応・支援が

できるよう研修の充実を図り、継続的な職員の資質向
上に努めます。

・役場内部の各課・事務局等研修を実施した。
・県隣協の隣保館相談支援強化研修事業等、外部団体
の研修への参加や、課内研修、日々の課内での情報交
換等により研鑚に努めた。
・地区総合相談窓口（まちづくり委員会）を１０地区
に設置した。（上私都、中私都、下私都、東郡家、大
御門、安部、済美、船岡、隼、大江）
・児童扶養手当の現況届受付の際など、ハローワーク
と連携して就労の出張相談を実施した。
・役場関係課や警察、婦人相談所など関係機関との情
報・意見交換を図り、連携に努めた。

・役場内部の各課・事務局等研修を行う。
・県の隣保館相談支援強化研修事業等を活用し
ながら、スキルアップ等に努める。
・全てのまちづくり委員会に地区総合相談窓口
を設置し、身近なところで相談できるようにす
る。
・児童扶養手当の現況届受付の際など、ハロー
ワークと連携して就職相談を実施する。
・国や県などが実施する研修会に参加し、適切
な対応・支援ができるよう資質向上に努める。

全課

令和４年度実施計画具 体 的 施 策 施 策 内 容 担 当 課
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8

３　職場における男女共同参画の推進 　　所属　［　 八頭町　　］

① 男女の雇用機会均等の定着促進

令和３年度実施状況・進捗状況

（具体的な取り組み・数値 等）

育児・介護休業制度など多様な働き方を可能とする
制度の普及啓発と利用促進を行います。

・広報やずやチラシを同封したポケットティッシュの
配布などにより啓発を行った。
・施設内に男性の育児雑誌を置いたり、関連図書の貸
出しを行い啓発を行った。

・広報やずへの関連記事の掲載やチラシを同封
したポケットティッシュの配布等により、制度
の周知と利用促進を図る。
・鳥取県男女共同参画推進企業の周知を図る。

・男性の育児休業取得率（県内民間企業）
◆男性の育児休業取得率の向上啓発
　 県内民営事業所　Ｒ３年度　１３．４％

◆男性の育児休業取得率の向上啓発
　　Ｒ４年度目標　　３０％

　Ｈ２９年度５．６％→Ｒ７年度目標３０％
　 八頭町役場　Ｒ３年度　育児休業対象者なし　－ ％ 　

男女間の賃金格差の是正啓発
男女間の賃金格差の是正に向け、町内企業への啓発

を行います。

（全国）Ｒ３年度
　　　　　男１００％・女７５．２％
（県）　Ｒ３年度
　　　　　男１００％・女８３．４％

・広報やずへの関連記事の掲載やチラシ等によ
り、関係団体、関係課と連携しながら賃金格差
是正の啓発を図る。

産業観光課
総務課
男女共同参画センター

男女雇用機会均等法などの関係法
の周知啓発

男女雇用機会均等法などの労働関連法について、広
報紙などで周知と啓発を行い、町内企業における男女
の機会均等と公正な処遇の確保に努めます。

・法や制度に関するパンフレットを商工会へ配布し
た。
・ラック等へ配架、また広報等で啓発した。
・広報やずへの関連記事の掲載、チラシの配架により
周知、啓発を行った。

・法や制度に関するパンフレットを商工会へ配
布したり広報やず等で啓発する。
・広報やずへの関連記事の掲載やチラシ等によ
り、労働関連法に係る各種制度、鳥取県男女共
同参画推進企業等の周知を図る。

産業観光課
総務課
男女共同参画センター

あらゆるハラスメント防止に向け
ての取組推進

セクハラ、パワー・ハラスメント、モラル・ハラス
メント、マタニティ・ハラスメントなどあらゆるハラ
スメントの防止に向けて啓発を行うとともに、相談窓
口の充実と関係機関との連携強化を図ります。

・役場内部の各課・事務局等研修を実施した。
・広報等で、人権啓発を行いながら、毎月第２水曜日
の総合（人権）相談により、被害者の早期発見、関係
専門機関への速やかな情報提供、被害者支援を図っ
た。
・４コマ漫画小冊子やチラシの配架等により啓発を行
い、研修会を実施した。

・役場内部の各課・事務局等研修を行う。
・広報等であらゆるハラスメント防止に向けて
の啓発を行いながら、総合相談等により、相談
体制の充実を図る。
・広報やずへの関連記事の掲載やチラシ等によ
り、あらゆるハラスメントの防止に向けた啓発
を行う。

全課

② 女性の積極的な登用

令和３年度実施状況・進捗状況

（具体的な取り組み・数値 等）

役場内部の女性の管理職への積極
的登用

Ｒ元年度４５．５％　→Ｒ７年度目標５０％ ◆Ｒ３年度　　４１．４％ ◆Ｒ４年度目標　４７．８％ 総務課

Ⅱ　男女がともに担う暮らしづくり

具 体 的 施 策 施 策 内 容 令和４年度実施計画 担 当 課

担 当 課

育児・介護休業法など制度の周知
と利用啓発

総務課
産業観光課
保健課
男女共同参画センター

具 体 的 施 策 施 策 内 容 令和４年度実施計画

産業観光課
総務課
男女共同参画センター

女性の活躍推進法の啓発

女性が職業生活において、個人の希望に応じて能力
を十分発揮し、活躍できる環境が整うよう啓発に努め
るとともに、女性の活躍に関する情報提供に努めま
す。

・チラシ等の配架、広報やず等で啓発活動を実施し
た。
・広報やずに若者の女性活躍推進についての意識調査
や日本のジェンダーギャップ指数に関するコラムを掲
載し、啓発を行った。

・チラシ等の配架、広報やず等で啓発を行う。
・広報やずへの関連記事の掲載やチラシ等によ
り、個々の能力を十分に発揮し、活躍できる環
境整備に向け啓発を行う。



企業における女性の能力発揮のた
めの積極的取組（ポジティブアク
ション）の推進啓発

町内企業へ女性の活躍推進法の啓発周知及び女性登
用に関する取組を促進します。

・各種企業へ女性登用促進に向けて、商工会を通して
パンフレットを配布依頼し啓発を図った。

・各種企業へ女性登用促進に向けて、商工会を
通してパンフレットを配布し、取組を促進す
る。
・広報やずへの関連記事の掲載やチラシ等によ
り、女性活躍推進法や女性登用に関する啓発を
行う。

産業観光課
総務課
男女共同参画センター

男女のそれぞれ少ない職業分野へ
の参加促進

広報紙や４コマ漫画などを通じて、性別にとらわれ
ない職業分野への参画を推進します。

・広報やずでのコラムや4コマ漫画の掲載などにより
性別にとらわれない職業分野への参画啓発を行った。

・広報やずへの関連記事などの掲載、チラシ等
により、性別にとらわれない職業分野への参加
を推進します。

男女共同参画センター

自営業における家族従事者の就労
環境の改善促進

商工会や農業協同組合などとの連携により、就労環
境の改善へ向けた啓発を推進します。

・チラシ等の配架、面談等により啓発に努めた。 ・商工会や農業協同組合などと連携を図りなが
ら、チラシ等の配架、面談等により啓発する。 産業観光課

・鳥取県指導農業士の女性割合 ◆鳥取県指導農業士の女性割合 ◆鳥取県指導農業士の女性割合

　Ｒ元年度４０％→Ｒ７年度目標４０％ 　Ｒ３年度　２人　４０％ 　Ｒ４年度目標　２人　４０％

・農業協同組合の女性正組合員加入割合 ◆農業協同組合の女性正組合員加入割合 ◆農業協同組合の女性正組合員加入割合

　Ｒ元年度１６．６％→Ｒ７年度目標３０％ 　Ｒ３年度　４５５人（１６．８％） 　Ｒ４年度目標　４５５人（１６．８％）

・農業協同組合役員の女性割合 ◆農業協同組合役員の女性割合 ◆農業協同組合役員の女性割合

　Ｒ元年度０％→Ｒ７年度目標１５％ 　Ｒ３年度　　０％ 　Ｒ４年度目標　５％

・家族経営協定の締結農家数 ◆家族経営協定の締結農家数 ◆家族経営協定の締結農家数

　Ｒ元年度１３件→Ｒ７年度目標１５件 　Ｒ３年度　１３件 　Ｒ４年度目標　１４件

③ 女性の再就職などチャレンジ支援

令和３年度実施状況・進捗状況

（具体的な取り組み・数値 等）

再就職に向けた支援活動の推進
再就職支援講座など、再就職に関する相談・就業支

援の情報提供を行います。

・月１回子育て支援センター開催日に合わせて、ハ
ローワークと連携し、就職に関する個別相談を行っ
た。

・月１回子育て支援センター事業の開催日に合
わせて、ハローワークの就職相談事業を実施す
る。

産業観光課
教育委員会
男女共同参画センター

女性起業家・女性自営業者に対す
る支援活動の推進

　女性チャレンジ講座などを開催し、女性の起業に関
する相談に応じるとともに、活動支援を図ります。
　農業協同組合・農業改良普及所と連携して女性の農
業起業グループへの活動支援を図ります。

・個別の相談に応じ、起業に関する就業支援を図っ
た。
・広報やずやパンフレット等で啓発に努めた。

・個別の相談への対応等、起業に関する支援を
行う。
・関係各課、関係団体等と連携し、関連講座や
相談会等を開催し、活動支援を図ります。

産業観光課
男女共同参画センター

保育所入所に関する情報提供
保育所の入所手続きや入所状況を町ホームページへ

掲載し、働く保護者の家庭と仕事の両立支援を図りま
す。

・保育所入所手続き、子育てに関する最新情報等町HP
に掲載し情報提供を行った。
・第２子以降の保育料無償化や保育所入所の手続きに
ついて、町ホームページへ掲載し、働く保護者の家庭
と仕事の両立支援を行った。

・保育所入所手続き、子育てに関する最新情報
等町HPに掲載し情報提供を行う。
・第２子以降の保育料無償化や保育所入所の手
続きについて、町ホームページへ掲載し、働く
保護者の家庭と仕事の両立支援を行う。

町民課
企画課

具 体 的 施 策 施 策 内 容 令和４年度実施計画 担 当 課
農業分野における女性の活躍促進 産業観光課

9



10

① 家庭生活における固定的性別役割分担意識の解消

令和３年度実施状況・進捗状況

（具体的な取り組み・数値 等）

子育て支援フェスタの開催
子育て支援フェスタを開催し、男女が共に関わる子

育ての推進に向けた啓発を行います。

・新型コロナ感染症拡大防止の為、未実施。 ・子育てフェスティバルを、10/15　規模・内容
を検討し実施予定。 子育て支援センター

母親・父親の育児講座の開催
各保育所、小学校・中学校の保護者を対象とした子

育て講座を開催し、家庭内における固定的性別役割分
担意識の見直しを図ります。

・子育て講座を開催した。（中学校）
・男性の育児参加への意識を高めるため、男性が参加
しやすい土曜日に育児講座を計画したが、新型コロナ
感染症拡大防止の為、未実施。
・男女共同参画事業のチラシの掲示及び配布を行っ
た。
・父親の育児講座実行委員会と協働で、親子のものづ
くり体験を開催し、父親の育児参加の啓発を行った。

・子育て講座を開催する。（中学校）
・男性の育児参加への意識を高めるため、男性
が参加しやすい土曜日に育児講座を計画。
・父親の育児講座実行委員会と協働した父親の
育児講座や、男女共同参画センターでの啓発講
座などで親子で参加できる事業を開催し、父親
の家事や育児への参加を促進する。

各保育所
子育て支援センター
町民課
教育委員会
男女共同参画センター

② 男性の家庭生活への参画促進

令和３年度実施状況・進捗状況

（具体的な取り組み・数値 等）

父親の育児講座の開催
男性の子育て講座、育児講座、料理教室などを開催

し、父親の育児参加への啓発を行います。

・「男の料理教室」を開催し、男性の家事参画に寄与
した。
・父親の育児講座実行委員会と協働で、親子のものづ
くり体験を開催し、父親の育児参加の啓発を行った。

・「男の料理教室」を開催し、男性の家事参画
を促進する。
・父親の育児講座実行委員会と協働し、親子で
参加できる事業を開催し、父親の家事や育児へ
の参加を促進する。

教育委員会
中央公民館
男女共同参画センター

男性の家庭生活等への参画を可能
とする働き方の啓発

男性が家庭生活等へ参画しやすい働き方の改善へ向
けた啓発を行います。

・役場内部の各課・事務局等研修を実施した。
・職場でも、日常の実践等を情報交換しながら意識改
革を行った。
・課内職員の業務連携を図り、特別休暇取得を促進し
た。
・広報やずに雇用均等基本調査に関するコラムを掲載
し、啓発を行った。

・役場内部の各課・事務局等研修を行う。
・男性が家庭・地域へ参画しやすい働き方な
ど、広報等で意識啓発を行う。
・特別休暇が取得しやすい職場環境の整備を図
り、課内職員間で共有する。
・家事シェアに関する啓発講座や、広報やずへ
の関連記事・４コマ漫画の掲載、チラシの配架
などにより、男性が家庭・地域へ参画しやすい
働き方などに関する意識啓発を図る。

全課

介護における参画意識の啓発
在宅医療・介護体制の充実を図るとともに、男性が

参加しやすい介護講座を開催するなど、介護における
参画意識を啓発します。

・在宅医療・介護体制の充実を図り、男性の介護者も
個別相談、研修に参加しやすいように配慮に努めた。

在宅医療・介護体制の充実を図り、男性の介護
者も個別相談、研修に参加しやすいように配慮
に努める。

保健課

具 体 的 施 策 施 策 内 容 令和４年度実施計画 担 当 課

４　家庭における男女共同参画の推進

具 体 的 施 策 施 策 内 容 令和４年度実施計画 担 当 課



③ 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進

令和３年度実施状況・進捗状況

（具体的な取り組み・数値 等）

鳥取県男女共同参画推進企業認定
制度の普及啓発

「仕事と家庭の両立に配慮し、男女ともに働きやすい
職場環境づくりを積極的に進める企業（鳥取県男女共
同参画推進企業）」への認定啓発を行います。

・Ｒ元年度２４事業所→Ｒ７年度３０事業所

◆Ｒ３年度認定企業　２５事業所
（累計）

◆Ｒ４年度目標　２５事業所

産業観光課
総務課
男女共同参画センター

職場中心の意識、ライフスタイル
の見直し啓発

仕事と家庭の調和を図るため、長時間労働の抑制と
年次有給休暇の取得促進などを図ります。

・個々の実務や家庭状況に合わせ、有給休暇の取得な
ど適切に取得できた。
・年間を通して仕事と休暇のバランスの取れた生活と
なるよう職員で共通認識し、担当者の休暇時には他の
職員がカバーしあった。
・課内職員の業務連携を図り、年次有給休暇の取得を
促進した。
・広報やずへの関連記事の掲載やチラシの配架等によ
り啓発を行った。
・フォトコンテストを開催し、性別に関わりなく育児
や地域などへの参画への啓発を行った。

・役場内部の各課・事務局等研修を行う。
・仕事と休暇のバランスのとれた生活の促進を
図る。
・課内にあって実務と家庭事情に併せた休暇取
得等の促進に心がけ、町内事業所等に向けて
は、企業・職域部会や事業所内研修等で啓発す
る。
・年間を通して、仕事と休暇のバランスのとれ
た生活となるよう職員で共通認識し、担当者の
休憩時間には他の職員がカバーし合う。
・年次有給休暇が取得しやすい職場環境の整備
を図り、課内職員間で共有する。
・広報やずへの関連記事の掲載やチラシ等によ
り、ワーク・ライフ・バランスの周知、推進を
図る。
・鳥取県男女共同参画推進企業の周知を図る。
・仕事と休暇のバランスの取れた生活の促進を
図る。

全課

① 各年代に応じた男女の健康増進

令和３年度実施状況・進捗状況

（具体的な取り組み・数値 等）

　ライフステージに応じた健診等受診率の向上
・ライフステージに応じた健診受診率の向上促
進に努める。

・特定健診受診の促進 ・特定健診受診の促進

・乳がん検診受診の促進 ◆乳がん検診受診の促進 ◆乳がん検診受診の促進

　Ｒ元年度２１．０％→Ｒ７年度目標５０％ 　Ｒ３年度　１９．５％ 　Ｒ４年度目標　５０％

・子宮がん検診受診の促進 ◆子宮がん検診受診の促進 ◆子宮がん検診受診の促進

　Ｒ元年度３４．０％→Ｒ７年度目標５０％ 　Ｒ３年度　３１．５％ 　Ｒ４年度目標　５０％

生活習慣病・介護予防対策の促進
介護予防、自立促進・健康増進に向けた運動機能向

上、口腔機能向上、認知症支援の啓発を行うなど、予
防についての周知・啓発を行います。

・介護予防、自立促進・健康増進に向けた運動機能向
上、口腔機能向上、認知症予防のための各種介護予防
教室を開催し、普及、啓発活動を行った。

・介護予防、自立促進・健康増進に向けた運動
機能向上、口腔機能向上、認知症予防のための
各種介護予防教室を開催し、普及、啓発活動を
行う。

保健課
地域包括支援センター

具 体 的 施 策 施 策 内 容 令和４年度実施計画 担 当 課

具 体 的 施 策 施 策 内 容 令和４年度実施計画 担 当 課５　生涯を通じた男女の健康支援

健康診査受診率の向上
保健課
町民課

・特定健診・子宮がん検診・乳がん検診未受診者（特
定の年齢の対象者）に対し、受診勧奨通知を送付。
休日検診、午後検診を実施
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12

② 母性の保護と母子保健対策の推進

令和３年度実施状況・進捗状況

（具体的な取り組み・数値 等）

妊娠・出産・産後などにおける女
性の健康づくり支援

妊婦健康診査、産後健康診査、乳幼児健康診査、産
後ケアなどを実施し、産前産後の女性に対して情報提
供を行うなど相談・支援の充実を図ります。また特定
不妊治療費の助成を行います。

◆妊婦健康診査　　 実　１２７件・延べ  ６８８件
◆乳幼児健康診査　 実　６６４件・延べ  ６６４件
◆特定不妊治療費　 実　　１３件・延べ　  ２５件

・妊婦健康診査、産後健康診査、産後ケアは、
医療機関委託で実施する。
・乳幼児健康診査については、集団健診、医療
機関委託で実施する。
・特定不妊治療費助成を行う。

保健課

③ 健康を支える食育及びスポーツ活動の推進

令和３年度実施状況・進捗状況

（具体的な取り組み・数値 等）

生涯を通じての食育の推進
広報紙などによる啓発を実施するなど、生涯を通じ

て健全な食生活を送るための食育に取り組みます。

・広報やず、ケーブルテレビ、無線放送、ポスター掲
示等による啓発を行った。

・広報やず、ケーブルテレビ、無線放送、ポス
ター掲示等による啓発を行う。 保健課

スポーツ・レクリエーション活動
の充実

各種スポーツ大会を開催するとともに、水中運動教
室や体操教室などスポーツ・レクリエーション活動の
促進を図ります。

・新型コロナウイルス感染症対策のためスポーツ推進
委員主催による各種スポーツ教室は未実施。体育協会
主催によるスポーツ大会は一部開催した。

・スポーツイベントの再開に向けた感染拡大予
防ガイドライン、及び鳥取県版業種別ガイドラ
イン（スポーツイベント）により、日本スポー
ツ協会、スポーツ推進委員主催による各種ス
ポーツ教室、及び体育協会主催によるスポーツ
大会を、可能なものは開催する。

保健課
教育委員会

具 体 的 施 策 施 策 内 容 令和４年度実施計画 担 当 課
リプロダクティブ・ヘルス／ライ
ツの意識啓発

母性健康管理措置、母性保護規定などについて、母
子健康手帳の交付時などの機会に情報提供を行いま
す。また、リプロダクティブ・ヘルス／ライツがすべ
てのカップルと個人を対象としているとおり、性と生
殖に関する平等な関係性について男女が理解しあい、
尊重し合うことの大切さなどについても啓発を行いま
す。

・母子手帳交付時に、母性健康管理措置、母性保護規
定について情報提供を行った。

・母子手帳交付時に、情報提供の充実を図る。

保健課
男女共同参画センター

具 体 的 施 策 施 策 内 容 令和４年度実施計画 担 当 課



６　政策・方針決定過程への女性の参画拡大 　　所属　［　　八頭町　　］

① 意思決定の場への女性の参画拡大

令和３年度実施状況・進捗状況

（具体的な取り組み・数値 等）

性別や年代に関わらず多様な意見を町の政策・方針
決定に反映するため、各種審議会などへの女性登用を
促進します。

・委員の女性割合が４０％未満の審議会の担当課に対
して、女性の登用促進を依頼した。

・男女共同参画推進本部等で、審議会への女
性の登用を促進するよう啓発を行う。

・審議会委員等への女性の登用率 ◆審議会委員等への女性の登用率 ◆審議会委員等への女性の登用率

　Ｒ元年度４２．８％→Ｒ７年度目標５０％ 　Ｒ３年度：　　４３．１％ 　Ｒ４年度目標　　４５％

・農業委員への女性登用率 ◆農業委員への女性登用率 ◆農業委員への女性登用率

　Ｒ元年度２８．６％→Ｒ７年度目標３６％ 　Ｒ３年度　２１％（３人）※任期 R5.7 　Ｒ４年度　２１％（３人）※任期 R5.7

・老人クラブにおける女性役員の登用率 ◆老人クラブにおける女性役員の登用率 ◆老人クラブにおける女性役員の登用率

　Ｒ元年度１２．５％→Ｒ７年度目標３０％ 　Ｒ３年度：　２１．１％ 　Ｒ４年度目標　 ２２％

各種団体などへ女性の登用拡大に
向けて協力要請

各種団体に向けて女性の登用促進のための広報や啓
発、協力を要請して行きます。

・広報やずへの関連記事や４コマ漫画の掲載などによ
り啓発を行った。
・委員の女性割合が４０％未満の審議会の担当課に対
して、女性の登用促進を依頼した。

・出前講座や広報やずへの関連記事の掲載、
啓発物の掲示等により、女性の登用促進向け
た啓発を行う。 男女共同参画センター

男女共同参画の意識啓発
意思決定の場へ女性が主体的に関わることを啓発

し、性別にとらわれない男女共同参画の意識啓発を促
進します。

・役場内部の各課・事務局等研修を実施した。
　４コマ漫画集（パート７）を用いて研修会実施
・町人推各専門部部長、副部長の選出等にあたり、男
性が部長、女性が副部長などの性別役割分担意識に捉
われることのないよう意識改革に努めた。
・広報やずへ八頭町男女共同参画に関するアンケート
の女性の地域の役職へ参画する意識調査についてコラ
ムを掲載し、啓発を行った。
・委員の女性割合が４０％未満の審議会の担当課に対
して、女性の登用促進を依頼した。

・役場内部の各課・事務局等研修を行う。
・性別役割分担意識に捉われることのないよ
う意識改革など啓発に努める。
・啓発講座の開催や広報やずへの関連記事の
掲載などにより意識啓発を促進する。

全課

審議会委員などへの女性の登用促
進

全課

Ⅲ　男女がともに支え合う地域づくり

具 体 的 施 策 施 策 内 容 令和４年度実施計画 担 当 課
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14

② 女性の人材・リーダーの育成

令和３年度実施状況・進捗状況

（具体的な取り組み・数値 等）

女性の活躍促進のための取組
女性の能力が十分発揮できる環境や意識づくりに努

め、男女共同参画意識を高める学習機会の提供を図り
ます。

・役場内部の各課・事務局等研修を実施した。
　４コマ漫画集（パート７）を用いて研修会実施
・“女性の能力開発”などと、特筆して講座や研修を
行ってはいないが、人権問題学習会の際にも、他の人
権課題と併せた普遍的な考え方の啓発などのほかに、
啓発ＤＶＤ教材の提供等も行った。

・役場内部の各課・事務局等研修を行う。
・人権問題学習会の際など、他の人権課題と
併せた普遍的な考え方の啓発などのほか、啓
発ＤＶＤ教材の提供等も行う。
・啓発講座の開催や広報やずへの関連記事の
掲載等を行い、意識啓発に努める。

全課

男女共同参画リーダー養成

日本女性会議など、国内・県内などで開催される男
女共同参画をテーマとした研修会、講座などに町民を
派遣し、男女共同参画リーダーの養成を図り、男女共
同参画の推進に向けた意識啓発に努めます。

・新型コロナウイルス感染防止のため、男女共同参画
フォーラムや日本女性会議への派遣はできなかった
が、オンラインにより講演会などへの参加を促進し、
意識啓発に努めた。
・若手の女性を対象とした「女子会＠やず」事業を開
催した。

・男女共同参画フォーラムや日本女性会議、
県男女共同参画センターの記念日フォーラム
等への参加の促進を図る。

男女共同参画センター

③ まちづくりへの女性参画に対する住民関心の喚起

令和３年度実施状況・進捗状況

（具体的な取り組み・数値 等）

女性が参画しやすい環境づくりの
啓発

地域において女性の意見が反映されやすい環境づく
りに向けた働きかけを行います。

・役場内部の各課・事務局等研修を実施した。
　４コマ漫画集（パート７）を用いて研修会実施
・広報やず「人権のひろば」における啓発や人権問題
学習会の際の、他の人権課題と併せた普遍的な考え方
の啓発などにより働きかけを行った。
・広報への関連記事を掲載し、女性の参画しやすい環
境づくりの啓発を行った。

・役場内部の各課・事務局等研修を行う。
・人権問題学習会の際など、他の人権課題と
併せた普遍的な考え方やあらゆる立場からの
視点などの教育や啓発を行う。
・地域での出前講座の開催や区長会等で女性
の意見が反映されやすい環境づくりに向けた
働きかけを行う。

全課

積極的な広報・啓発を行い、集落役員の女性登用の
意識啓発を行います。

・広報により意識啓発を行い、区長会などで集落役員
への女性登用を推進した。

・積極的な広報・啓発を行い、集落役員の女
性登用の意識啓発を行っていく。

　Ｒ元年度２．８％→Ｒ７年度目標１０％ 　Ｒ３年度　　７．５％ 　Ｒ４年度目標　　６．４％

担 当 課

具 体 的 施 策 施 策 内 容 令和４年度実施計画 担 当 課

具 体 的 施 策 施 策 内 容 令和４年度実施計画

集落役員（自治会役員）の女性の
登用促進

総務課
男女共同参画センター



① 住民活動への女性の参画

令和３年度実施状況・進捗状況

（具体的な取り組み・数値 等）

男女共同参画センターの充実
学習・啓発・人材育成・集落や各種団体への出前講

座などの男女共同参画に関する各種事業を実施しま
す。

・啓発講座かがやき広場や父親の育児講座などへの参
加を性別や年齢を問わず幅広く呼び掛け、各種講座を
開催した。
・男女共同参画審議会を開催し、第４次男女共同参画
プランの進捗状況及び実施計画について審議を行い、
男女共同参画事業の推進を図った。
・男女共同参画センター運営審議会を開催し、セン
ターの適正運営に向けた検討、協議を行った。
・男女共同参画センター啓発図書コーナーをリニュー
アルした。

・新型コロナウイルス感染防止対策を講じな
がら、オンラインを活用した幅広い事業を実
施する。

男女共同参画センター

② 多様性を認め合う意識の啓発

令和３年度実施状況・進捗状況

（具体的な取り組み・数値 等）

固定的性別役割分担意識是正のた
めの啓発

性別に関わりなく一人ひとりがお互いを認め合い、
尊重しながら共に参画できる男女共同参画社会の形成
についての講座・研修を開催し、広報・啓発に努めま
す。

・役場内部の各課・事務局等研修を実施した。
　４コマ漫画集（パート７）を用いて研修会実施
・広報やず「人権のひろば」における啓発や、人権問
題学習会での様々な人権課題と併せた普遍的な考え方
の啓発などにより働きかけを行った。
・啓発講座かがやき広場や父親の育児講座などへの参
加を性別や年齢を問わず幅広く呼び掛け、各種講座を
開催した。

・役場内部の各課・事務局等研修を行う。
・性別役割分担意識に捉われることのないよ
う、人権問題学習会の際など、他の人権課題
と併せた普遍的な考え方やあらゆる立場から
の視点などの教育や啓発を行い意識改革に努
める。

全課

男女共同参画フェスティバルの開
催

実行委員会と協働で開催し、男女共同参画の推進へ
向けた啓発を行います。

・新型コロナウイルス感染防止のため、会場での参集
視聴とオンデマンド配信で男女共同参画フェスティバ
ルを開催した。１１月の女性に対する暴力をなくす運
動週間に合わせて、登録団体やセンターによる啓発パ
ネル等を展示し、啓発を行った。

・新型コロナウイルス感染防止対策を講じな
がら、オンラインなどを活用した内容で実施
する。

男女共同参画センター

男女共同参画カルタ・子育てカル
タの活用

男女共同参画カルタや子育てカルタについて、時代
に合った内容への更新を図り、固定的性別役割分担意
識の解消に向けて、各種研修会や講演会などでの利用
啓発を行います。

・町内老人クラブなどへカルタを貸出し（３件）し、
意識啓発に努めた。
・男女共同参画川柳を募集し、時代に合った内容へリ
ニューアルした男女共同参画カルタを作成した。

・これまでのカルタの活用と共に、新たなカ
ルタも貸出しし、事業等での活用を図る。

男女共同参画センター

担 当 課７　男女共同参画の視点に立った社会制度・慣行の見直し

具 体 的 施 策 施 策 内 容 令和４年度実施計画

具 体 的 施 策 施 策 内 容 令和４年度実施計画 担 当 課
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③ 人権を尊重した社会環境の醸成

令和３年度実施状況・進捗状況

（具体的な取り組み・数値 等）

男女共同参画に関する相談窓口の
充実

　弁護士によるなんでも相談を実施します。

・偶数月の第1金曜日に弁護士による何でも相談の開
催や、職員による電話相談を随時行い、相談窓口の充
実を図った。

・偶数月の第1金曜日に弁護士による何でも相
談を実施する。
・職員による電話での相談窓口の充実を図
る。

男女共同参画センター

図書・資料の収集と情報提供
男女共同参画に関する図書・絵本・ＤＶＤなどの充

実及び貸出、パンフレットなどの資料を収集するとと
もに情報提供を行います。

・男女共同参画に関する図書や絵本、ＤＶＤを新たに
購入し、貸出を行った。また、広報やずやＷｅｂサイ
ト等での貸出方法の周知の仕方を見直し、情報提供に
努めた。

・既存の男女共同参画に関する図書や絵本、
ＤＶＤなどと合わせて、新規購入する図書等
の貯蔵一覧をホームページに掲載し、貸出し
を行う。
・パンフレットなどの資料を配架し情報提供
を行う。

男女共同参画センター

町報等による広報

４コマ漫画や男女共同参画週間、ＤＶ防止（パープ
ルリボン）週間など時期や社会情勢に合わせて町報や
ホームページ、ケーブルテレビなどにより啓発しま
す。

・男女共同参画週間や女性に対する暴力をなくす運動
週間などの時期や社会情勢に合わせて、広報やずやＷ
ｅｂサイトなどで啓発した。
・男女共同参画週間、DV防止月間など時期や社会情勢
に合わせて、４コマ漫画、町報記事、ホームページな
どで啓発した。

・男女共同参画週間、DV防止月間など時期や
社会情勢に合わせて、広報やず記事、ホーム
ページ、ＳＮＳ、ケーブルテレビなどを活用
し、センターの事業や男女共同参画に関する
情報を発信する。
・引き続き、男女共同参画週間、DV防止月間
など時期や社会情勢に合わせて、４コマ漫
画、町報記事、ホームページなどで啓発す
る。

男女共同参画センター

企画課

① 地域活動団体などの育成・支援

令和３年度実施状況・進捗状況

（具体的な取り組み・数値 等）

シルバー人材センターの充実
男女がともに高齢者になってもその知識や経験を生

かした多様な参画の場づくりを進め、社会参加活動を
支援します。

・登録会員数１４９名
　　男性１１７名・女性３２名　（２１．５％）
・シルバー人材センター運営費の助成を行った。

・Ｒ４年度目標　２３％

福祉課

地域活動団体との連携

地域でさまざまな活動を行う団体に対して、男女共
同参画登録団体制度の周知を図り、登録団体に対する
啓発支援を通じて男女共同参画社会の実現を目指しま
す。

・女性団体連絡協議会や男女共同参画推進会議の活動
支援を行い、県等との連携事業への参加を促進した。
・既登録団体に無料で研修室の貸出や印刷機の貸出を
行い、活動を支援した。
・男女共同参画フェスティバルでは、町内の各種団体
による活動報告や男女共同参画の啓発パネルの展示に
よって連携を図った。

・既登録団体との連携を強化し、活動を支援
するとともに、男女共同参画センターの各種
事業への参加や協力を促進する。

男女共同参画センター

担 当 課具 体 的 施 策 施 策 内 容 令和４年度実施計画

８　地域における男女共同参画の推進

具 体 的 施 策 施 策 内 容 令和４年度実施計画 担 当 課



② 防災・災害対策の分野における男女共同参画の推進

令和３年度実施状況・進捗状況

（具体的な取り組み・数値 等）

地域防災・災害における男女共同
参画の推進

被災した立場でも、現場で活動する立場でも男女そ
れぞれの働きが重要となるため、性別にとらわれず、
多様な考え方が活かされるよう、地域防災・災害対策
への女性の参画を推進します。

・防災会議は、必要に応じて開催しており、令和3年
度は委員を委嘱していない。

・八頭町防災の日に合わせて、8月24日～9月30日まで
災害時の男女共同参画について展示を行った。
・男女共同参画の視点から考える防災セミナーを開
催。また、防災室と連携した避難所体験講座を開催し
た。

・防災会議委員に女性　6名の委嘱を行う。
（女性登用率 27.3％）

・女性の視点を入れた防災基礎講座を行い防
災対策への男女共同参画を推進する。

総務課
防災室
男女共同参画センター

バリアフリー、ユニバーサルデザ
インの推進

公共施設建設に当たっては、バリアフリー、ユニ
バーサルデザイン化に配慮するとともに、各種講演会
などでは手話通訳の配置に努めます。

･例年、人権尊重のまちづくり講演会、部落解放研究
集会では手話通訳及び要約筆記を配置しているが、今
年度は、新型コロナウイルス感染拡大予防のため中止
とした。
・確定申告相談においては全会場を1階に限る等、そ
の会場選定にはバリアフリーを考慮した。
・机上調査、閲覧など会場設営に配慮した。
・オムツ替え用のベビーベッドを備えた授乳室を設置
した。

・人権尊重のまちづくり講演会、部落解放研
究集会に手話通訳、要約筆記を配置する。
・確定申告相談等におけるバリアフリーに配
慮する。
・机上調査、閲覧など会場設置に配慮する。

全課

③ 子育て支援サービスの充実

令和３年度実施状況・進捗状況

（具体的な取り組み・数値 等）

保育サービスなどの充実

乳児保育、障がい児保育、延長保育、土曜保育、一
時保育、送迎バス運行や第２子以降保育料無料化を実
施するとともに、子育てと仕事の両立支援、相談機能
の充実を図ります。

・町内保育所（５か所）において、障害児保育、特別
保育事業を実施した。また、病児保育事業を広域連携
にて実施しサービスの充実を図った。
・第２子以降の保育料無償化を継続して行った。
・子育て支援センター開所時間に利用者の相談を受け
た。（電話相談含む）

・第２子以降保育料無償化の継続実施と特別
保育事業を実施する。また、病児保育事業を
広域連携にて継続実施する。
・利用者支援の為、育児相談日を設け相談し
やすい環境を整える。

町民課
各保育所
子育て支援センター

地域における子育て支援の充実

ファミリーサポートセンター事業、子育て支援セン
ター事業、放課後児童クラブなどの充実に努め、地域
における子育てを支援することで保護者の就労や社会
参加を推進します。

・子育て世代包括支援センター事業、ファミリーサ
ポートセンター事業、子育て支援センター事業を継続
実施し、保護者の就労や社会参加を推進した。
・児童クラブ６か所開所し、保護者就労支援を行っ
た。

・子育て世代包括支援センター事業、ファミ
リーサポートセンター事業、子育て支援セン
ター事業の継続実施と充実を図ることで、保
護者の就労や社会参加を推進する。
・児童クラブ7か所（船岡児童クラブを１か所
増設）開所し、児童クラブと保護者支援の充
実を図る。

町民課
子育て支援センター
教育委員会

具 体 的 施 策 施 策 内 容 令和４年度実施計画 担 当 課

具 体 的 施 策 施 策 内 容 令和４年度実施計画 担 当 課
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